
大学院進学ガイダンス 
古典計算機・ソフトウエア 

= “計算”



“計算”と物理研究
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ずっと昔は、実際に人の目で”データ”を見ていましたが、 
今は、コンピューターで計算された量だけしか見ていない。 

逆にいうと、(計算機の性能の限界などのため) 計算されなかった
量の特徴を持つ 新物理 は見逃されてしまう。。。 

計算を速くすることは、新物理の発見や、測定の精度向上につな
がる。

ヒッグス粒子が発見された
のは、光子の運動量を計算
しているから
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GPUを用いたトリガー開発

4

12

性能評価結果

⚫飛跡再構成効率の頂点半径依存性
• 160 mm 未満の領域で効率が改善
• 160 mm 以上の大きい領域では再構成が困難

⚫生成点半径（production vertex R）とは
• x-y平面におけるトラック生成点とビーム軸の距離

⚫原因
• Pixel領域のみでシーディングを実施している
→外側（Strip領域）でシードを作り、内側にロードを
伸ばすアルゴリズムを検討する必要がある

Pixel領域

Pixel検出器
←3層目

baseline

𝒅𝟎𝐌𝐚𝐱 = 𝟏𝟎𝟎𝐦𝐦
𝐳𝟎𝐌𝐚𝐱 = 𝟏𝟎𝟎𝟎𝐦𝐦
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ATLASでは、高輝度LHCのトリガーシステムにGPUを 
導入する方針。 
 高速計算で今までできなかったことを実現する可能性→

GPU: 元々はグラフィック計算用だが、今は科学計算
にAIに広く利用される。O(1万)のコアで並列計算

GPUを使った 飛跡再構成 で長寿命の新粒子の崩壊からの
粒子の飛跡を捉えられることをシミュレーションで実証。 
 さらに外側での再構成も可能にして感度を向上させる→

(M2の加藤くんの研究)



•計算の改良で物理研究の可能性を広げる 
• 物理解析で”見る”ことができる量を作る。e.g. 短い飛跡、
離れた崩壊点、低運動量の飛跡 etc 

• 性能の向上 
• 分解能、識別効率、ノイズ (偽の信号)の低減 
• 使えるデータ量を増やす 
• データに付随する変数。e.g. より低レベルの検出器情報 
• シミュレーションの事象数  系統誤差削減。機械学習訓
練の性能向上、より大きなAIネットワーク。

→
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